
週刊誌や新聞・ＴＶでもスキャンダルに 

 湘南サニーサイドマリーナ㈱による芦名漁港での不法

行為については、各種報道でご覧の方も多いでしょう。 

小林のぶゆき 
野比在住。昭和50年9月3日、

福島県生。筑波大卒。早稲田

大学院在学中。地域情報誌と

環境コン サルティングに携わ

るが地域の疲弊と日本の将来

を憂い政治を志す。政策秘書

試験合格後、衆議院議員の

秘書として修行し、2011年4月

より横須賀市議会議員 。マニ

フェスト大賞でも 6年連続受賞

するなど政策派として活躍。

「漁礁」整備を名目に海を掘り下げ 

 ところが、実際に始まった工事は「漁礁」整備だけではあ

りませんでした。「漁礁用のテトラポッドを積むために作業

船を入れる必要がある」との名目で３.５ｍの掘下げを県

に申請していましたが、実際には６ｍも掘っていまし た。

つまり、いずれ海上マリーナとして使う狙いだったので、

必要な水深を確保したのです。 →裏面へ
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かわる
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 この問題について３月１日の市議会で上地

市長に問い質したところ、なんと市長は不法

行為を容認したのです。私は市議です。市民

の財産を守る代理人として選ばれています。

どうしても見過ごすわけにいきませんので、

みなさまに詳しくご報告します。 

漁協の名義で消波提を設置

 昨年１１月、「芦名漁港がマリーナ会社に私

物化されている」との通報を受け、私は調査

を開始しました。 

 わかってきたのは、巧妙に計画された同社

による芦名漁港の乗っ取り計画でした。 

 ２０１９年３月、同社は大楠漁協を隠れ蓑に

して「漁礁」の整備を開始しました。民間企業

による消波提の設置には許可が下りな いた

め漁協による漁礁の整備を装って 県と 市に

申請を出したのです。６月には許可が揃い、

８月から工事を始めました。



小林のぶゆきの基本政策 

横須賀市政について、私の活動について、みなさま

のご意見、ご提案、ご感想、疑問などお寄せくださ

い。

070-6640-3927 info@kobayashinobuyuki.com Fax050-3737-3872

必ず私、小林伸行が自分で目を通します！

誰が何をどう決めてるのか

ぜんぜん見えない……。
みえる

わかる

かわる

難しい説明をされても 

よくわからない……。

どうせ変わらない……。

市政をガラス張りにして「見える化」し、 

意思決定の過程も含め情報公開を進めます。

いま何が問題なのか。いま何が必要なのか。 

チラシなどを通してわかりやすくお伝えします。

現状が見え、問題がわかれば、変えられます。

私たちが払った税金が、私たちに本当に 

必要なことに使われるよう、変えていきます。 

今こそ横須賀を 私たちのものに。 

応援してください! 
●チラシのポスティ ン グ 

●駅でのチラシ手配り 

●ご自宅への看板設置

●学生インターン

※政治献金・寄付は 

 頂いていません。 

常時、様々な手が必要です。

「応援してあげてもいいよ」

と思って下さった方は、お気

軽にご連絡下さい。 

                天然記念物を破壊

 また、工事が進んでいた１０月、地元住民から県に「工事

箇所は天然記念物にかかるのではないか？」との通報が

ありました。県は早速、市に調査を指示しました。 

 ところが市は天然記念物の地図と工事図面を見比べる

こともせず、工事休止の指示もしませんでした。事実上の

黙認です。この結果、昭和天皇が新種のウミウシを 発見

なされた美しい自然保護区が掘られ、テトラポッドで押し

潰されました。 

漁港が億単位で儲かるマリーナに 

 こうして「漁礁」を名目に、市の４号防波堤と漁協の古い

消波提をつないだことで、芦名漁港は波が立たない静か

な海域となりました。しかも、大型クルーザーも停泊可能

な水深が確保されました。そこへ、同社は、２０２０ 年８月

から海上マリーナを展開し始めたのです。極太の杭を海

に１４０本以上打ち込み、浮桟橋をつなぐ作業が、すべて

無許可で行われました。しかし、市はなぜか半年もの間、

工事中止の指導をしませんでした。 

 なお、市には年９９万円の占用料を払うだけで毎年２億

円以上の売上が見込まれています。 

不可解な市長の対応

 疑問なのは、市長の対応です。 

自然破壊・窃盗・不法占用・違法 

埋立と次々に不法行為が明らか 

になりながら、なぜ上地市長は後 

付けで許可し取消もしないのか? 

 あまりにも不可解です 

①２０１９年１０月に天然記念物を壊す計画だと知りなが

ら、工事を黙認 

②２０２０年４月、３号防波堤に市が積んでいたテトラポッ

ドが盗まれたが、被害届も提訴もないまま 

③８月に無許可で海上マリーナが設置され、近隣自治会

から市長へ嘆願書が届いても放置し、返事も出さない

④１２月２２日に、浮桟橋の渡り口２か所の違法埋立を小

林が通報したが、「確認中」と言い続けて黙認 

⑤１２月２４日に、これらの違法行為を知りながら市長が

ピアＢ・ピアＣの占用を許可 

⑥ピアＸ・ピアＡは現在でも不法占用であり、撤去指示に

も従っていない。が、ピアＢ・ピアＣの占用を取消せず 

市長のありえない議会答弁

 これらの問題について、３月１日の市議会で市長に質問

したところ、次のような回答でした。 

「手続き的な瑕疵が解消されて 

 いますので、元に戻すよう指導 

 することは考えていません。」 

「営業努力でやったのかと思う」 

「ここまでの努力は多として、 

 買ってあげなければならない」 

「完全な悪意を持ったものではな 

 くて、いき過ぎたやり方をされる方なんだろう」 

 まるで不法業者の肩を持つような発言が相次ぎました。

 同社の社長が市長選で応援していたこと以外は、市長

との関係は知りません。しかし、みんなの海を不法業者に

差し出した市長には、説明責任があるはずです。 

説明会を開催します︕
 今回の問題は、まるでミステリー小説のように様々な人物が

登場して複雑に絡み合っています。また、ここに書ききれなか

った問題もあります。そして、多くの方が関心を寄せています。

 そこで「芦名漁港 不法占拠問題 説明会」を企画しました。 

●日時：２０２１年４月１８日(日)１０:００～１２:００ 

●場所：産業交流プラザ 交流サロン 

※Ｚｏｏｍによるオンライン参加も可能です。 

 予約不要ですが、事前にご連絡頂けると助かります。 

 オンラインは私のＢｌｏｇかＱＲコードからどうぞ→ 

     市長による虚偽答弁疑惑も浮上！ 

     詳しくは、説明会でお伝えします。 

同社の料金表。様々な大きさの 

バース約３０区画で年２億円以上

←不法占用の施設に不法係留。 

  市のお墨付きがなければ、こんなに堂々と違法行為ができるだろうか？ 
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